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２

こ
の
条
及
び
第
二
十
三
条
の
規
定
の
適
用
上
、
各
締
約
国
に
お
い
て
１
に
規
定
す
る
恒
久
的
施
設
に
帰
せ
ら
れ

る
利
得
は
、
企
業
が
当
該
恒
久
的
施
設
及
び
当
該
企
業
の
他
の
構
成
部
分
を
通
じ
て
果
た
す
機
能
、
使
用
す
る
資

産
及
び
引
き
受
け
る
危
険
を
考
慮
し
た
上
で
、
当
該
恒
久
的
施
設
が
同
一
又
は
類
似
の
条
件
で
同
一
又
は
類
似
の

活
動
を
行
う
分
離
し
、
か
つ
、
独
立
し
た
企
業
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
特
に
当
該
企
業
の
他
の
構
成
部
分
と
の

取
引
に
お
い
て
も
、
当
該
恒
久
的
施
設
が
取
得
し
た
と
み
ら
れ
る
利
得
と
す
る
。

３

一
方
の
締
約
国
が
、
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
企
業
の
恒
久
的
施
設
に
帰
せ
ら
れ
る
利
得
を
２
の
規
定
に
よ
り
調

整
し
、
そ
れ
に
伴
い
、
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
租
税
を
課
さ
れ
た
当
該
企
業
の
利
得
に
租
税
を
課
す
る
場
合
に

は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
は
、
そ
の
利
得
に
対
す
る
二
重
課
税
を
除
去
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
に
限
り
、
そ
の

利
得
に
対
し
て
当
該
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
課
さ
れ
た
租
税
の
額
に
つ
い
て
適
当
な
調
整
を
行
う
。
こ
の
調
整

に
当
た
っ
て
は
、
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
相
互
に
協
議
す
る
。

４

他
の
条
で
別
個
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
種
類
の
所
得
、利
得
又
は
収
益
が
企
業
の
利
得
に
含
ま
れ
る
場
合
に
は
、

当
該
他
の
条
の
規
定
は
、
こ
の
条
の
規
定
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

第
三
条

１

条
約
第
九
条
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

一
方
の
締
約
国
が
、
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
租
税
を
課
さ
れ
た
当
該
他
方
の
締
約
国
の
企
業
の
利
得
を
当
該

一
方
の
締
約
国
の
企
業
の
利
得
に
算
入
し
て
租
税
を
課
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
算
入
さ
れ
た
利
得
が
、
双
方

の
企
業
の
間
に
設
け
ら
れ
た
条
件
が
独
立
の
企
業
の
間
に
設
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
条
件
で
あ
っ
た
と
し
た
な
ら
ば

当
該
一
方
の
締
約
国
の
企
業
の
利
得
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
利
得
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
は
、
そ

の
利
得
に
対
し
て
当
該
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
課
さ
れ
た
租
税
の
額
に
つ
い
て
適
当
な
調
整
を
行
う
。
こ
の
調

整
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
条
約
の
他
の
規
定
に
妥
当
な
考
慮
を
払
う
も
の
と
し
、
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局

は
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
相
互
に
協
議
す
る
。

２

条
約
第
九
条
３
中
「
七
年
」
を
「
十
年
」
に
改
め
る
。

第
四
条

１

条
約
第
十
条
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

１
に
規
定
す
る
配
当
に
対
し
て
は
、
こ
れ
を
支
払
う
法
人
が
居
住
者
と
さ
れ
る
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
も
、

当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
に
従
っ
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
租
税
の
額
は
、
当
該
配
当
の
受
益

者
が
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
場
合
に
は
、当
該
配
当
の
額
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

２

条
約
第
十
条
３
æ
中
「
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
十
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。

３

条
約
第
十
条
３
の
次
に
次
の
４
を
加
え
る
。

４

２
及
び
３
の
規
定
は
、
配
当
を
支
払
う
法
人
の
そ
の
配
当
に
充
て
ら
れ
る
利
得
に
対
す
る
課
税
に
影
響
を
及
ぼ

す
も
の
で
は
な
い
。

４

条
約
第
十
条
４
中
「
２
æ
及
び
」
を
削
り
、
同
条
４
を
同
条
５
と
す
る
。

５

条
約
第
十
条
８
中
「
こ
の
８
」
を
「
こ
の
９
」
に
改
め
、
同
条
５
、
６
、
７
、
８
及
び
９
を
そ
れ
ぞ
れ
同
条
６
、

７
、
８
、
９
及
び
10
と
す
る
。

第
五
条

条
約
第
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
一
条

１

一
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
生
じ
、
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
が
受
益
者
で
あ
る
利
子
に
対
し
て
は
、
当
該
他

方
の
締
約
国
に
お
い
て
の
み
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

１
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
債
務
者
若
し
く
は
そ
の
関
係
者
の
収
入
、
売
上
げ
、
所
得
、
利
得
そ
の
他
の
資
金

の
流
出
入
、
債
務
者
若
し
く
は
そ
の
関
係
者
の
有
す
る
資
産
の
価
値
の
変
動
若
し
く
は
債
務
者
若
し
く
は
そ
の
関

係
者
が
支
払
う
配
当
、
組
合
の
分
配
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
支
払
金
を
基
礎
と
し
て
算
定
さ
れ
る
利
子
又
は

こ
れ
に
類
す
る
利
子
で
あ
っ
て
、
一
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
生
ず
る
も
の
に
対
し
て
は
、
当
該
利
子
が
生
じ
た

一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
に
従
っ
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
租
税

の
額
は
、
当
該
利
子
の
受
益
者
が
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
利
子
の
額
の
十
パ
ー
セ
ン

ト
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

３

こ
の
条
に
お
い
て
、「
利
子
」
と
は
、
全
て
の
種
類
の
信
用
に
係
る
債
権
（
担
保
の
有
無
及
び
債
務
者
の
利
得
の

分
配
を
受
け
る
権
利
の
有
無
を
問
わ
な
い
。）か
ら
生
じ
た
所
得
、
特
に
、
公
債
、
債
券
又
は
社
債
か
ら
生
じ
た
所

得
（
公
債
、
債
券
又
は
社
債
の
割
増
金
及
び
賞
金
を
含
む
。）及
び
他
の
所
得
で
当
該
所
得
が
生
じ
た
締
約
国
の
租

税
に
関
す
る
法
令
上
貸
付
金
か
ら
生
じ
た
所
得
と
同
様
に
取
り
扱
わ
れ
る
も
の
を
い
う
。
支
払
の
遅
延
に
対
し
て

課
さ
れ
る
損
害
金
は
、
こ
の
条
の
規
定
の
適
用
上
利
子
に
は
該
当
し
な
い
。
前
条
で
取
り
扱
わ
れ
る
所
得
は
、
こ

の
条
約
の
適
用
上
利
子
に
は
該
当
し
な
い
。

４

１
及
び
２
の
規
定
は
、
一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
利
子
の
受
益
者
が
、
当
該
利
子
の
生
じ
た
他
方
の
締

約
国
内
に
お
い
て
当
該
他
方
の
締
約
国
内
に
あ
る
恒
久
的
施
設
を
通
じ
て
事
業
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
利

子
の
支
払
の
基
因
と
な
っ
た
債
権
が
当
該
恒
久
的
施
設
と
実
質
的
な
関
連
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
適
用

し
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
、
第
七
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

５

利
子
の
支
払
者
と
受
益
者
と
の
間
又
は
そ
の
双
方
と
第
三
者
と
の
間
の
特
別
の
関
係
に
よ
り
、
当
該
利
子
の
額

が
、
そ
の
関
係
が
な
い
と
し
た
な
ら
ば
支
払
者
及
び
受
益
者
が
合
意
し
た
と
み
ら
れ
る
額
を
超
え
る
と
き
（
理
由

の
い
か
ん
を
問
わ
な
い
。）は
、
こ
の
条
の
規
定
は
、
そ
の
合
意
し
た
と
み
ら
れ
る
額
に
つ
い
て
の
み
適
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
は
、
支
払
わ
れ
た
額
の
う
ち
当
該
超
過
分
に
対
し
て
は
、
こ
の
条
約
の
他
の
規
定
に
妥
当
な
考
慮
を

払
っ
た
上
、
各
締
約
国
の
法
令
に
従
っ
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

所
得
及
び
譲
渡
収
益
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
及
び
脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
と
グ
レ
ー
ト

ブ
リ
テ
ン
及
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
と
の
間
の
条
約
を
改
正
す
る
議
定
書
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

条
約
第
十
七
号

所
得
及
び
譲
渡
収
益
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
及
び
脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
と
グ

レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
と
の
間
の
条
約
を
改
正
す
る
議
定
書

日
本
国
及
び
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
は
、

二
千
六
年
二
月
二
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
署
名
さ
れ
た
所
得
及
び
譲
渡
収
益
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避

及
び
脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
と
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
と
の
間
の
条
約
（
以
下

「
条
約
」と
い
う
。）及
び
条
約
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
二
千
六
年
二
月
二
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
署
名
さ
れ
た
議
定
書（
以

下
「
二
千
六
年
議
定
書
」
と
い
う
。）を
改
正
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
条

条
約
第
二
条
１
æ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

æ

日
本
国
に
つ
い
て
は
、

ü

所
得
税

@

法
人
税

A

復
興
特
別
所
得
税

B

復
興
特
別
法
人
税

C

住
民
税

（
以
下
「
日
本
国
の
租
税
」
と
い
う
。）

第
二
条

条
約
第
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
条

１

一
方
の
締
約
国
の
企
業
の
利
得
に
対
し
て
は
、
そ
の
企
業
が
他
方
の
締
約
国
内
に
あ
る
恒
久
的
施
設
を
通
じ
て

当
該
他
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
事
業
を
行
わ
な
い
限
り
、
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
の
み
租
税
を
課
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
一
方
の
締
約
国
の
企
業
が
他
方
の
締
約
国
内
に
あ
る
恒
久
的
施
設
を
通
じ
て
当
該
他
方
の
締
約

国
内
に
お
い
て
事
業
を
行
う
場
合
に
は
、２
の
規
定
に
よ
り
当
該
恒
久
的
施
設
に
帰
せ
ら
れ
る
利
得
に
対
し
て
は
、

当
該
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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